
2019年11月12日
兵庫大学 http://www.hyogo-dai.ac.jp/

日の出医療福祉グループ https://hinode.or.jp

【趣旨・目的】
当グループは、本年4月以降、兵庫県の介護事業所で、本格的に外国人（技能実習生10名、留学生
6名、EPA1名の総計17名）を受け入れる予定です。これを機に多文化共生による「誰もが暮らし
やすい地域づくり」を目指し、経営理念である「地域のよろこび」に寄与していきたいと考えています。

報道関係者各位
加古川市政記者クラブ 御中
姫路市政記者クラブ 御中
兵庫県政記者クラブ 御中

【概要】
日時：12月4日（水））15：30～17：30
場所：兵庫大学エクステンションカレッジ
講師：ダイバーシティ研究所代表理事 田村太郎氏
対象：18歳以上の方どなたでも 費用：無料
定員：50名（※定員に達した場合は、受付〆切）
共催：兵庫大学・一般社団法人日の出医療福祉グループ
後援：公益財団法人加古川市国際交流協会
後援：公益財団法人稲美町国際交流協会

日の出医療福祉グループ
Tel：079-441-8423 Fax：079-441-8523
広報担当：中島史朗（なかしましろう）
Mobile phone：080-4779-7682
Mail：nakashima.sr@hinode.or.jp

本件のお問い合わせ先

兵庫大学
Tel：079-427-9551 Fax：079-427-9552
学長室長 岩崎治夫
エクステンション・カレッジ事務部長
社会連携オフィス

〒675-0195 兵庫県加古川市平岡町新在家2301
兵庫大学 現代ビジネス学部 現代ビジネス学科

健康科学部 栄養マネジメント学科
健康システム学科

看護学部 看護学科
生涯福祉学部 社会福祉学科

こども福祉学科
兵庫大学短期大学部 保育科第一部、

保育科第三部

問合せ：社会福祉法人日の出福祉会 法人本部研修室
MAIL: academy@hinode.or.jp FAX: 079-441-8523

【今後の展開】（詳細別紙）
7月実施分と合わせ、本年9月・12月・来年3月の計4回、ダイバーシティ研究所による 「ダイバーシティ
（多様性）＆インクルージョン（包括社会）講習会」を開催し、しなやかで強い地域づくりを目指します。

＜講師プロフィール＞

兵庫県伊丹市生まれ。高校卒業後、アジア、ヨーロッパ、アフリカ、南米などを旅する。在日フィリピン人向けレンタ
ルビデオ店で勤務することで、日本で暮らす外国人の課題を知る。阪神大震災直後に外国人被災者へ情報を提供
する「外国人地震情報センター」の設立に参加。
2007年1月からダイバーシティ研究所代表として、ＣＳＲにおけるダイバーシティ戦略に携わる。
2011年3月東日本大震災を受けて、内閣官房に発足した「震災ボランティア連携室」で企画官に就任。
被災地のニーズ把握や震災ボランティア促進のための施策立案に携わった。2012年2月より復興庁上席政策調査
官となり、14年4月からは復興推進参与としても東北復興に携わる。

〒675-0101 兵庫県加古川市平岡町新在家2333-2
代表者：代表理事 大西壯司 設立：2016年7月
会員法人：社会福祉法人日の出福祉会、医療法人社団奉志会、

社会福祉法人博愛福祉会
サービス：介護、保育、医療
事業所数：137カ所 職員数：2600人 (2019年9月時点)

阪神大震災で外国人に情報提供、東日本大震災の復興推進参与、ダイバーシティ研究所田村代表

特別講演：『ダイバーシティ』でつくる持続可能な職場と地域
〜外国人の受け入れと多様性配慮を中心に〜
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別紙資料

【講習会内容】
7月25日 「多様性に配慮した地域社会と企業経営について」
ダイバーシティ経営とは何か、多様な社員がもたらすイノベーション、ダイバーシティの推進による
持続可能な職場づくり、職場でのダイバーシティ組織運営などを考える
対象：日の出医療福祉グループ職員、大学関係者、行政関係者など

9月5日 「災害多発時代に求められる災害弱者への社会の役割と備え」
要配慮者目線で考える災害発生時の緊急避難と避難生活で被害を拡大させないための
災害時対応について
対象：日の出医療福祉グループ職員、稲美町、国際ボランティアなど

1月9日 「ダイバーシティ推進による持続可能な組織づくり」
ダイバーシティ推進による「誰もが働きやすい職場づくり」組織における外国人採用・就業・登用など
の取り組みにより、 誰もが働きやすい職場づくりを目指す
対象：日の出医療福祉グループ職員、大学関係者、行政関係者など

3月5日 「外国人あるある！外国人受入のための職場のマニュアル作りの進め方」
外国人の課題を検証して職場づくりに活かす。内容をまとめて外国人受入や現場で活用できる
マニュアル作りに取り組む
対象：日の出医療福祉グループ職員、大学関係者、行政関係者など
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【ダイバーシティ研究所】 https://diversityjapan.jp/ 大阪事務所（Tel.06-6152-5175、Fax.06-6195-8812）
ライフ・スタイルや社会のニーズが多様化するなか、組織に多様な人材が存在してこそ、本当のニーズにマッチ
した企業活動やサービスができると思います。今後、益々、「多様な背景を持つメンバーで構成される組織は
しなやかで強い」という考え方に立って、積極的に組織の構成員が多様になるような戦略を持つことが必要です。
私たちは、そうした「しなやかで強い地域や組織づくり」を実現しようとする人々の力になります。

ダイバーシティ研究所講演実績：中小企業庁、関東経済産業局、東京都、兵庫県、埼玉県、熊本市、国際交流基金、
自治体国際化協会、全国市町村国際文化研修所、人権教育啓発推進センター、日本経済新聞社、自治大学校、
甲南女子大学、その他多数

https://hinode.or.jp/
https://diversityjapan.jp/

